
１
９
４
９
年
（
昭
和
24

年
）

に
開
学
し
た
埼
玉
大
学
は
、
今

年
で
創
立
70

周
年
の
記
念
の
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
、
旧
制

浦
和
高
等
学
校
（
大
正
10

年
）

を
母
体
に
出
来
た
の
が
文
理
学

部
、
埼
玉
師
範
学
校
（
前
身
は

明
治
６
年
）
、
埼
玉
青
年
師
範

学
校
（
前
身
は
大
正
11

年
）
を

母
体
と
し
た
の
が
教
育
学
部
で
、

当
初
、
埼
玉
大
学
は
文
理
学
部

と
教
育
学
部
の
２
学
部
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

文
理
学
部
は
、
18

回
ま
で
続

い
た
後
、
学
部
再
編
で
、
１
９

６
５
年
（
昭
和
40

年
）
か
ら
教

養
学
部
、
経
済
学
部
、
理
工
学

部
（
１
９
７
６
年
よ
り
理
学
部
、

工
学
部
）
に
分
か
れ
て
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
教
養
学
部
の

定
員
は
当
時
１
０
０
名
で
、
２

年
次
か
ら
在
学
生
は
、
当
初
４

課
程
（
総
合
文
化
、
現
代
文
化
、

日
本
文
化
、
地
域
文
化
）
、
１

９
７
０
年
（
昭
和
45

年
）
か
ら

は
13

の
コ
ー
ス
（
日
本
文
化
、

中
国
文
化
、
国
際
関
係
論
、
マ

ス
コ
ミ
等
）
に
分
か
れ
て
履
修

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
の
定
員
は
１
６
０
名
、
３
年

次
編
入
学
30

名
を
加
え
る
と
、

１
９
０
名
、
プ
ラ
ス
外
国
人
留

学
生
で
す
か
ら
、
定
員
は
ほ
ぼ

２
倍
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
コ
ー
ス
制
か
ら
、
５
専

修
課
程
12

専
攻
に
変
わ
っ
た
の

は
、
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

で
す
。

文
理
学
部
の
校
舎
は
、
北
浦

和
駅
前
に
あ
る
現
在
の
県
立
近

代
美
術
館
の
敷
地
に
あ
り
、
下

大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
が

完
了
し
た
の
が
、
１
９
６
９
年

（
昭
和
44

年
）
で
し
た
。
さ
ら

に
、
大
学
院
で
あ
る
文
化
科
学

研
究
科
が
出
来
た
の
が
、
１
９

７
７
年
（
昭
和
52

年
）
、
教
養

部
が
廃
止
に
な
っ
た
の
は
、
１

９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
。
そ

し
て
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

に
は
、
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大

学
と
な
り
ま
し
た
。

教
養
学
部
の
同
窓
会
は
、
１

９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
、
最
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会
長
あ
い
さ
つ

け
や
き
会
会
長

岡
田
道
程

埼
玉
大
学
創
立

70
周
年
に
当
た
っ
て

ホームカミングデー埼玉大学マスコットキャラクター「メリンちゃん」 けやき会総会（講演会）

ホームカミングデー懇親会図書館

ホームカミングデー小松氏講演会

(1)

教

養

学

部

と

協

力

し

、

在

学

生

向

け

寄

附

講

座

「

経

済

事
情-

グ

ロ
ー
バ

ル
時

代

の

キ

ャ

リ

ア

形

成

」

を

引

き
続
き
実
施
す
る
。

(2)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
。

(3)

学

部

や

大

学

と

連

携

し

た

就

職

活

動

支

援

・

同

窓

生

に

よ

る

就

職

支

援

・

キ

ャ

リ

ア

講

座

「

石

澤

ゼ

ミ

」

を

後

援

、

協

力

関

係

を

強

め
る
。

(4)
総
会
の
開
催
。

(5)

会

報

「

け

や

き

会

」

の

発

行
。

(6)

常

任

理

事

会

の

定

期

開

催

（

隔

月

開

催

）

、

理

事

会

の

開
催
（
年
一
回
開
催
）
。

(7)

教

養

学

部

に

対

す

る

教

育

支
援
。

(8)
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

な

ど

大

学

行

事

、

大

学

同

窓

会

活

動

へ

の

参

画

。

大

学

と

は

同

窓

会

活

動

へ

の

一

層

の

協

力

を

受

け

る

一

方

、

「

埼

玉

大

学

基

金

」

な

ど

大

学

へ

の

協

力

を

強

め
る
。

(9)

同

期

会

、

専

攻

別

・

地

域

別
同
窓
会
へ
の
援
助
。

【
会
長
】

岡
田
道
程
（
教
養
８
、
76
哲
思
）

【
副
会
長
】

石
田
義
明
（
教
養
７
、
75
国
関
）

石
原

裕
（
教
養
27
、
95
国
関
）

【
常
任
理
事
】

関
根
増
男
（
教
養
１
、
69
文
人
）

栩
木

誠
（
教
養
２
、
70
中
化
）

飯
塚

好
（
教
養
５
、
73
文
人)

足
立

創
（
教
養
８
、
76
歴
史)

兼
子

順
（
教
養
９
、
77
日
文)

吉
野

晃
（
教
養
12
、
80
文
人)

堀
江

誠
（
教
養
13
、
81
哲
思)

萬
年
拓
郎
（
教
養
17
、
85
国
関)

飯
沼
麻
儀
（
教
養
17
、
85
現
社)

中
山(

高
橋)

君
江

（
教
養
20
、
88
地
理)

島
田

満
（
教
養
22
、
90
現
社)

稲
葉
雅
美
（
教
養
24
、
92
哲
思)

【
理
事
】

山
野
清
二
郎(

文
理
13
、
65
国
文)

林
野

宏
（
文
理
13
、
65
地
理)

赤
津
光
一
（
教
養
２
、
70
独
文)

井
手

博
（
教
養
３
、
71
国
関)

河
野(

高
須)

真
澄

（
教
養
10
、
78
歴
史)

田
口
美
一
（
教
養
13
、
81
社
シ)

中
嶋
広
国
（
教
養
23
、
91
社
シ)

平
野
友
紀
（
教
養
26
、
94
現
社)

【
監
事
】

酒
井
憲
太
郎(

教
養
２
、
70
日
文)

武
井(

中
川)

尚(

教
養
２
、
70
日
文)

◆
会
計
・
庶
務

:

関
根

◆
総
会
・
懇
親
会
・
講
演
会:

吉
野
、
稲
葉
、
中
山

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

:

石
原

◆
会
報
編
集
製
作

:

岡
田
、
堀
江

◆
寄
附
講
座

:

栩
木

◆
名
簿
管
理

:

萬
年

◆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー:

飯
沼
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18
年
度
け
や
き
会

活
動
計
画

（
18
年
度
総
会

第
３
号
議
案
・
抜
粋
）

18
年
度
役
員
名
簿

（
18
年
度
総
会

第
５
号
議
案
）

役
員
役
割
分
担

2019年度けやき会総会のお知らせ

PM １：30 開場

PM ２：00 講演会（渡邊欣雄氏）※講演会は一般市民にも開放されます。

PM ３：30 けやき会総会

PM ４：15 懇親会 （会場：第二食堂職員食堂）

※懇親会会費：5,000円（ただし、現役学生は無料）

※この後、二次会もあります（北浦和界隈？）

多くの方の参加、お待ちしています！！

2019年６月29日 (土 )午後2時～
会場:埼玉大学 大学会館 講堂

講演：渡邊欣雄氏（東京都立大学名誉教授・69年教養学部文化人類学コース卒）

演題「風水思想と日本」
講師紹介：長年にわたり、東アジアの思想・宗教の社会人類学的研究に携わる。中でも造詣の深い風水思想の

学際的研究にもとづき、日本の景観に現れた風水を豊富な資料とともに解き明かします。

「けやき会」ホームページを見てみよう！
同窓会の情報は、ホームページでもご覧ください。

『埼玉大学 けやき会』で

検索できます。

編
集
後
記

常
任
理
事
の
役
割
分
担
変
更
に
伴
い
、

会
報
も
一
新
し
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て

も
一
番
の
情
報
は
同
窓
生
み
な
さ
ん
の

動
向
。
皆
さ
ん
の
情
報
何
で
も
い
い
か

ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
のi

n
f
o

ま
で
メ
ー
ル
で
お
願
い

し
ま
す
。

（
堀
江
）

ス
マ
ホ
な
ら

こ
ち
ら
↓



毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
年
度

の
変
わ
り
目
は
、
卒
業
式
を
終

え
る
と
す
ぐ
に
入
学
式
を
迎
え

る
季
節
と
な
り
ま
す
。
学
部
長

に
と
っ
て
の
卒
業
式
は
、
参
列

し
た
卒
業
生
の
顔
を
み
な
が
ら
、

彼
ら
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
得

る
と
こ
ろ
が
あ
り
成
長
す
る
こ

と
の
で
き
た
大
学
生
活
の
場
を

提
供
で
き
た
だ
ろ
う
か
、
と
自

問
す
る
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
入
学
式
の
際
に
は
、
新

入
生
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
大

学
生
活
に
対
す
る
期
待
を
良
い

意
味
で
裏
切
っ
て
、
本
人
が
入

学
時
に
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
経
験
と
知
見
を
備
え
た
成
人

へ
と
変
貌
し
て
卒
業
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
、
と
願
う
時
間

と
も
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
近

年
、
と
く
に
強
く
私
自
身
が
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の

卒
業
生
と
入
学
生
と
の
間
を
取

り
持
つ
の
が
教
養
学
部
同
窓
会

で
あ
る
け
や
き
会
だ
と
い
う
実

感
で
す
。

教
養
学
部
の
在
学
生
は
、
け

や
き
会
か
ら
毎
年
、
教
育
面
で

の
充
実
の
た
め
の
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、
卒
業
生
で

あ
る
加
藤
基
埼
玉
大
学
フ
ェ
ロ
ー

（
元
ガ
ボ
ン
大
使
）
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
る
授

業
科
目
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
同
じ
く
卒
業
生
で
現
在
埼

玉
大
学
全
体
の
同
窓
会
会
長
で

あ
る
栩
木
誠
氏
に
牽
引
い
た
だ

い
て
い
る
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
授

業
科
目
も
提
供
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
本
学
の
教
員
の
力

だ
け
で
は
不
十
分
な
学
生
教
育
・

学
生
生
活
支
援
と
し
て
、
埼
玉

大
学
の
学
生
支
援
に
お
い
て
た

い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
授

業
の
提
供
や
、
OB

訪
問
な
ど
の

就
職
活
動
関
係
が
、
在
学
生
が

卒
業
生
と
の
つ
な
が
り
を
直
接

に
心
強
く
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

欧
米
の
大
学
や
い
く
つ
か
の

日
本
の
私
立
大
学
で
は
、
母
校

へ
の
支
援
を
惜
し
ま
な
い
卒
業

生
が
、
物
心
両
面
で
大
学
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
埼
玉
大
学
の
よ
う
な

戦
後
設
立
さ
れ
た
国
立
大
学
で

は
、
以
前
は
同
窓
会
組
織
の
重

要
性
に
つ
い
て
不
十
分
な
位
置

づ
け
と
対
応
し
か
で
き
て
い
な

か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
に
ち
で
は
、
同
窓
会
は
大

学
に
と
っ
て
重
要
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ー
ル
ダ
ー
で
あ
る
と
の
認
識

が
、
教
養
学
部
の
教
職
員
は
も

と
よ
り
埼
玉
大
学
全
体
に
広
く

根
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。70

周
年
を
迎
え
る
今
年
度
、

学
部
と
し
ま
し
て
も
、
い
っ
そ

う
同
窓
会
と
の
協
力
・
協
働
関

係
を
強
め
て
、
新
入
生
・
在
学

生
の
教
育
に
資
す
る
つ
な
が
り

を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
け
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、

ま
た
新
入
生
お
よ
び
在
学
生
の

保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
引

き
続
き
同
窓
会
へ
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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学
部
長
あ
い
さ
つ

教
養
学
部
長

市
橋
秀
夫

現場で活躍、実践に精通した先輩たちが

講義を行うけやき会の寄附講座

学部支援金授与

教養学部棟

目

次

会
長
あ
い
さ
つ

１

学
部
長
あ
い
さ
つ

３

同
窓
生
か
ら

４

高
橋

康
夫
氏

高
橋

大
輔
氏

赤
津

光
一
氏

齊
藤

政
雄
氏

現
役
生
か
ら

８

荒
井

紫
穂
氏

齋
藤

紅
葉
氏

笠
原

万
理
子
氏

唐
澤

美
桜
氏

講
演
会
の
案
内

11

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

12

寄
附
講
座

13

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

18
年
度
総
会
報
告

15

19
年
度
総
会
お
知
ら
せ

16

教
養
学
部
で
は
、
留
学
生
と

日
本
人
学
生
が
共
に
学
ぶ
「
国

際
共
修
科
目
」
で
あ
る
「I

n
t
r
o

d
u
c
t
i
o
n

t
o

J
a
p
a
n
e
s
e

C
u
l
t
u

r
e

」(

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
埼

玉
大
学
フ
ェ
ロ
ー
加
藤
基
氏)

の

一
環
で
、
日
本
料
理
店
「
賀
茂

川
」
の
長
谷
川
裕
志
店
長
を
招

き
「
日
本
人
の
食
文
化
―
世
界

遺
産
と
し
て
の
和
食
」
と
題
し

た
講
義
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
奥
深
い
日
本
食
文

化
の
歴
史
か
ら
、
包
丁
、
三
方
、

西
洋
料
理
の
ブ
イ
ヨ
ン
と
日
本

料
理
の
出
汁
、
関
東
と
関
西
の

味
の
違
い
、
郷
土
料
理
と
地
産

地
消
、
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
、

美
意
識
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
長
谷
川

店
長
が
調
理
さ
れ
た
料
理
の
数
々

が
披
露
さ
れ
、
日
本
人
学
生
も

留
学
生
も
、
そ
の
色
合
い
の
美

し
さ
や
香
り
の
豊
か
さ
に
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

教
養
学
部
1
期
生
は
も
と
も

と
１
０
１
名
で
す
が
、
す
で
に

70

歳
を
越
え
て
い
る
の
で
、
亡

く
な
っ
た
人
が
13

名
、
連
絡
の

つ
か
な
い
人
が
12

名
で
、
さ
ら

に
首
都
圏
か
ら
遠
く
住
ん
で
い

る
人
も
い
る
の
で
、
関
東
で
同

期
会
を
し
て
も
な
か
な
か
大
人

数
を
集
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
年
を
取
る
と
病
気

持
ち
が
ほ
と
ん
ど
で
、
い
つ
今

度
会
え
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
毎
年
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

さ
て
２
０
１
８
年
は
11

月
20

日
（
火
）
12

時
～
15

時
、
交
通

の
便
利
な
浦
和
駅
東
口
駅
前
パ

ル
コ
５
階
に
あ
る
中
華
料
理
の

店
、
『
ロ
プ
ノ
ー
ル
』
で
３
時

間
四
千
円
会
費
で
行
い
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
だ
っ
た
の
で
２

時

間

飲

み

放

題

で
安
価
で
し
た
。

全

部

で

17

名

の

参

加

が

あ

り

、

特

に

は

る

ば

る

オ

ラ

ン

ダ

在

住

で

空

手

道

の

指

導

者

で

あ

る

高

橋

康

夫

君

も

来

て
く
れ
ま
し
た
。
17

名
が
一
人

ず
つ
大
学
時
代
や
今
の
生
活
な

ど
の
話
を
し
て
、
み
ん
な
が
質

問
を
し
て
い
る
う
ち
に
３
時
間

は
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

最
後
に
集
合
写
真
を
撮
っ
て
、

次
回
の
幹
事
を
決
め
て
1
次
会

を
終
わ
り
に
し
ま
し
た
。
２
次

会
は
パ
ル
コ
５
階
の
喫
茶
店
で

そ
の
続
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

話
は
尽
き
な
い
も
の
で
す

関
根

増
男

（
69
年
卒

文
化
人
類
）
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同
窓
会
報
告

一
期
会
開
き
ま
し
た
！

ミ
ニ
同
窓
会
に

補
助
金
を
支
援
！

８
名
以
上
の
同
窓
生
の
集
ま
り

に
け
や
き
会
よ
り
１
万
円
補
助

し
ま
す
。
同
期
生
や
先
生
を
囲

む
会
な
ど
企
画
し
て
、
同
窓
生

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
ま
し
ょ

う
！

※
補
助
金
申
請
に
つ
い
て
は
事
務
局
へ

メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

埼
玉
大
学
基
金
は
、
そ
の
目
的
と
し
て
大
学
機
能
の
強
化
に
向

け
た
教
育
・
研
究
・
学
生
支
援
、
国
際
交
流
支
援
、
社
会
連
携
支

援
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
埼
玉
大
学
基
金
内
に
設
立
し
た
特
定

基
金
「
埼
玉
大
学
修
学
サ
ポ
ー
ト
基
金
」
に
よ

り
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難

が
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

埼
玉
大
学
基
金
へ
ご
協
力
を
！

埼
玉
大
学
が
よ
り
一
層
輝
く
た
め
に

←ホームページはこちら。

または「埼玉大学基金」

で検索してください。

２
０
０
６
年
に
発
足
し
た
む

つ
め
ゴ
ル
フ
会
は
全
５
学
部
卒

業
生
、
教
職
員
の
参
加
を
得
て

今
年
で
14
回
目
。
本
年
２
０
１

９
年
の
ゴ
ル
フ
会
を
下
記
要
綱

に
て
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
50

名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

同
期
、
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
の
後

輩
な
ど
で
き
る
だ
け
多
く
友
人

を
誘
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
日
程

２
０
１
９
年
10
月
16
日
（
水
）

■
場
所

大
宮
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
第
1
組

８
時
半
ス
タ
ー
ト
）

■
交
通

川
越
線(

埼
京
線)

指
扇
駅
北
口
よ
り

ク
ラ
ブ
バ
ス
で
５
分

■
費
用
・
参
加
費

1
万
３
千
円
（
予
定
）

第
14
回
む
つ
め
ゴ
ル
フ
会

むつめゴルフ会の

FACEBOOKはこちら

←（大会情報も）

埼
玉
大
学
古
本
募
金
は
、

古
本
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
）
を
送
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
査
定

額
を
埼
玉
大
学
基
金
に
寄

付
す
る
取
り
組
み
。
５
点

以
上
は
送
料
無
料
。

詳
し
く
は
「
埼
玉
大
学

古
本
募
金
」
で
検
索
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

古
本
募
金
で

母
校
の
応
援

古本募金は

こちら。↓

初めて見る人も多かった鰹節削り器の実演

和
食
・
日
本
人
の

伝
統
的
な
食
文
化
と
は
？

教
養
学
部
国
際
共
修
授
業

「Introduction
to

Japanese
Culture

」

授
業
で
日
本
料
理
！



も
引
き
ず
る
く
ら
い
、
不
真
面

目
な
学
生
だ
っ
た
。
４
年
間
、

バ
イ
ト
・
サ
ー
ク
ル
活
動
（
管

弦
楽
団
）
・
麻
雀
に
明
け
暮
れ

る
毎
日
。
大
学
の
バ
ス
停
を
降

り
る
と
３
人
待
っ
て
い
て
、
そ

の
ま
ま
拉
致
さ
れ
雀
荘
へ
・
・
・

な
ん
て
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

た
だ
、
何
故
か
分
か
ら
な
い
が
、

ゼ
ミ
の
先
生
に
は
可
愛
が
ら
れ

た
。
私
が
世
話
に
な
っ
た
の
は

マ
ス
コ
ミ
論
の
林
進
先
生
と
社

会
学
の
西
真
平
先
生
。
私
が
３

年
の
時
、
林
先
生
と
、
小
川
博

司
先
生
（
現
・
関
西
大
学
教
授
）
、

当

時

院

生

だ

っ

た

Ｙ

先

輩

が

「
音
楽
の
志
向
に
関
す
る
意
識

調
査
」
を
企
画
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
を

持
っ
て
歩
く
一
風
変
わ
っ
た
対

面
式
の
調
査
を
実
施
し
た
の
だ

が
、
こ
の
時
私
は
調
査
の
責
任

者
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

調
査
対
象
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ

に
始
ま
り
、
調
査
員
の
募
集
と

管
理
、
説
明
会
の
実
施
、
調
査

当
日
の
本
部
運
営
、
調
査
後
の

バ
イ
ト
代
支
払
い
、
調
査
票
集

計
作
業
等
、
多
岐
に
わ
た
る
仕

事
を
自
分
も
含
め
て
２
～
３
人

で
こ
な
し
た
。
社
会
調
査
の
専

門
知
識
に
つ
い
て
は
、
西
先
生

の
実
習
で
得
た
知
識
が
役
に
立
っ

た
。
後
に
こ
の
時
の
調
査
を
基

に
一
冊
の
本
が
刊
行
さ
れ
る
。

「
消
費
社
会
の
広
告
と
音
楽

:

イ
メ
ー
ジ
志
向
の
感
性
文
化
」

（
有
斐
閣
選
書
）
で
あ
る
。

そ
ん
な
学
生
生
活
も
終
わ
り

に
近
づ
き
、
卒
業
に
必
要
な
単

位
は
な
ん
と
か
揃
え
、
就
職
活

動
で
は
苦
戦
し
な
が
ら
も
一
部

上
場
の
印
刷
会
社
に
な
ん
と
か

引
っ
か
か
る
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、

趣
味
の
音
楽
は
や
め
ら
れ
ず
、

地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
活
動
を
続
け
た
。
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ん
て
い

う
言
葉
を
聞
く
の
は
そ
の
20

年

以
上
後
の
こ
と
だ
が
、
自
分
に

は
不
要
な
言
葉
だ
っ
た
。

さ
ほ
ど
苦
労
す
る
こ
と
も
な

く
、
う
ま
い
具
合
に
仕
事
と
趣

味
を
両
立
さ
せ
て
き
た
と
思
う
。

そ
れ
も
い
い
職
場
と
人
間
関
係

に
恵
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ

う
。社

会
人
に
な
っ
て
数
年
経
っ

た
あ
る
年
の
春
、
林
先
生
か
ら

突
然
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

自
宅
で
花
見
を
や
る
か
ら
来
な

い
か
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
西

武
球
場
の
近
く
に
あ
る
ご
自
宅

に
伺
っ
て
み
る
と
、
庭
に
立
派

な
桜
の
木
が
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル

に
は
奥
様
の
手
料
理
が
並
べ
ら

れ
て
い
る
。

満
開
の
桜
に
美
味
し
い
酒
と

料
理
・
・
・
実
に
贅
沢
な
時
間

だ
っ
た
。
参
加
者
は
林
先
生
の

教
え
子
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
自
分

よ
り
先
輩
ば
か
り
。
高
校
教
師
、

広
告
代
理
店
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、

市
議
会
議
員
、
Ｔ
Ｖ
局
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
、
自
動
車
会
社
、
百
貨

店
な
ど
、
職
業
も
様
々
で
み
ん

な
個
性
的
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で

自
己
実
現
を
し
て
い
る
人
ば
か

り
で
、
い
ろ
ん
な
刺
激
を
い
た

だ
い
た
。
自
分
ら
し
く
生
き
る

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
思

う
。さ

て
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し

た
社
会
人
生
活
が
、
12

年
目
で

大
き
な
転
機
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
。
不
思
議
な
き
っ
か
け
で

知
り
合
っ
た
北
海
道
在
住
の
女

性
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
相
手
は
生
粋
の
道

産
子
で
北
海
道
以
外
に
は
住
み

た
く
な
い
と
言
う
。
当
時
勤
め

て
い
た
会
社
に
は
北
海
道
の
拠

点
は
な
か
っ
た
。
じ
ゃ
あ
、
転

職
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
、

「
第
二
の
就
活
」
が
始
ま
る
。

結
果
、
札
幌
に
本
社
の
あ
る
携

帯
電
話
の
会
社
か
ら
採
用
通
知

が
届
い
た
。

１
９
９
７
年
３
月
、
13

年
勤

め
た
印
刷
会
社
を
辞
め
、
北
海

道
に
渡
っ
た
。
転
職
・
移
住
・

結
婚
が
ほ
ぼ
同
時
と
い
う
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
変
わ
り
よ
う
だ
。

北
海
道
で
の
最
初
の
勤
務
地

は
旭
川
。
初
め
て
住
む
土
地
で
、

全
く
畑
違
い
の
仕
事
に
携
わ
る

の
は
、
そ
れ
な
り
に
ス
ト
レ
ス

も
大
き
く
苦
労
も
し
た
が
、
毎

日
が
新
し
い
発
見
の
連
続
で
、

結
構
楽
し
ん
で
い
た
。

こ
の
ま
ま
北
海
道
に
永
住
す

る
も
の
と
信
じ
て
い
た
の
だ
が
、

な
か
な
か
思
う
通
り
に
は
い
か

な
い
の
が
人
生
。
転
職
先
の
会

社
が
親
会
社
に
吸
収
・
合
併
さ

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
全
国
区

の
大
企
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

旭
川
で
２
年
半
、
札
幌
で
４

年
勤
務
し
た
と
こ
ろ
で
、
つ
い

に
東
京
転
勤
の
辞
令
が
出
る
。

札
幌
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
っ
て

２
年
後
だ
っ
た
。
当
時
所
属
し

て
い
た
料
金
セ
ン
タ
ー
（
電
話

料
金
を
回
収
す
る
部
門
）
が
東

西
２
ヵ
所
に
集
約
さ
れ
た
た
め

だ
っ
た
。
逆
Ｕ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
妻
に
は
病
気
療
養
中

の
母
親
が
い
た
た
め
、
単
身
赴

任
と
な
る
。
東
京
で
の
単
身
生

活
は
仕
事
も
付
き
合
い
も
忙
し

く
、
不
規
則
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
持
病
の
不
整
脈
が
悪
化
。

こ
の
こ
と
が
原
因
で
３
年
後
の

２
０
０
６
年
に
再
び
札
幌
勤
務

と
な
る
。
今
度
は
こ
れ
も
ま
た

全
く
初
め
て
の
営
業
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
の
仕
事
で
あ
る
。

札
幌
で
の
生
活
は
快
適
だ
っ

た
が
、
こ
の
間
に
少
し
ず
つ
自

分
の
中
に
変
化
が
生
じ
て
き
た
。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
を
き
っ
か
け
に
、
人
権
や

社
会
保
障
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

さ
ら
に
は
経
済
格
差
の
問
題
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
福

島
の
原
発
事
故
の
た
め
に
住
む

場
所
を
追
わ
れ
た
人
た
ち
の
深

刻
な
状
況
を
知
る
に
つ
れ
、
社

会
の
様
々
な
矛
盾
を
直
視
し
、

自
分
が
社
会
と
ど
う
か
か
わ
っ

て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
よ
う

に
な
る
。
決
定
的
だ
っ
た
の
が

２
０
１
５
年
９
月
の
平
和
安
全

2019年4月1日発行 会報 けやき会2019

5

北海道・礼文島にて

昨
年
10
月
13
日
（
土
）
午
後
、

埼
玉
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
第

８
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
宏
樹
学
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
理
工
学
研
究
科
の
長
田

教
授
に
よ
り
学
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
気
象
レ
ー
ダ
ー
の
紹
介

に
続
き
、
研
究
発
表
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
成
績
優
秀
学
生
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
演
会

で
は
、
１
９
７
０
年
に
教
養
学

部
文
化
人
類
学
コ
ー
ス
卒
業
で
、

埼
玉
大
学
フ
ェ
ロ
ー
で
も
あ
る

小
松
和
彦
氏
に
よ
り
数
多
あ
る

妖
怪
研
究
の
中
か
ら
『
竜
宮
城

の
謎
―
絵
巻
が
語
る
日
本
人
の

異
界
感
』
と
題
し
て
１
時
間
余

の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
向
け
の
絵
本
か
ら
絵
巻

物
に
い
た
る
ま
で
様
々
な
映
像

を
使
っ
て
「
龍
宮
城
の
謎
」
に

つ
い
て
お
話
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
そ
の
背
景

を
説
明
し
な
が
ら
、
お
と
ぎ
話

「
浦
島
太
郎
」
の
一
コ
マ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
龍
宮
城
が
実

は
「
日
本
人
の
異
界
観
」
を
表

し
て
い
る
と
い
う
解
説
は
と
て

も
わ
か
り
易
く
、
会
場
内
に
い

た
全
て
の
人
た
ち
を
引
き
つ
け

る
内
容
で
し
た
。
会
場
に
居
合

わ
せ
た
教
養
学
部
卒
業
生
と
し

て
は
と
て
も
誇
ら
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

小
松
和
彦
氏
は
、
２
０
１
６

年
に
文
化
功
労
章
を
顕
彰
さ
れ
、

現
在
は
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー

所
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
懇
親
会
後
に
は
、

当
時
の
同
級
生
た
ち
と
さ
ら
に

旧
交
を
温
め
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
（
下
記
に
二
次
会
報
告
）

講
演
会
後
に
第
２
食
堂
で
行

わ
れ
た
懇
親
会
は
、
全
学
部
か

ら
２
２
２
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

学
長
の
挨
拶
に
続
き
、
教
養
学

部
け
や
き
会
の
前
会
長
の
栩
木

全
学
同
窓
会
会
長
の
挨
拶
、
小

松
和
彦
氏
の
挨
拶
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
長
の
乾

杯
で
始
ま
り
ま
し
た
、

懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
研
究
会

に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
華
道
部
に
よ

る
展
示
も
あ
り
、
各
学
部
の
卒

業
生
た
ち
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
な
が
ら
、
学
生
時
代
の
思

い
出
や
現
在
の
近
況
な
ど
世
代

を
超
え
て
語
り
合
う
な
ど
、
正

に
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
ホ
ー

ム
に
帰
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。な

お
、
２
０
１
９
年
度
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
夏
前
に

は
日
程
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
詳
細

が
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

け
や
き
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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講
演
会
講
師
の
小
松
和
彦
氏
は

文
化
人
類
学
コ
ー
ス
２
期
生
。

学
内
で
の
懇
親
会
の
後
は
大
学

か
ら
離
れ
て
、
午
後
７
時
ご
ろ

か
ら
北
浦
和
駅
前
の
『
や
る
き

茶
屋
』
で
小
松
氏
を
囲
ん
で
２

次
会
を
開
き
ま
し
た
。
文
化
人

類
学
コ
ー
ス
卒
業
生
、
大
学
の

先
生
な
ど
15
名
ほ
ど
が
参
加
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
小
松
氏
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
久
し
ぶ
り
の

顔
合
わ
せ
な
の

で
予
定
時
間
を

越
え
て
当
時
の

思
い
出
話
な
ど

で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

第8回ホームカミングデー開催
2018年10月13日(土)

秋の気配が漂い始めた10月、ホームカミングデーが開催されました。
ホームカミングデーは、大学と卒業生・元教職員・地域の皆様など、大学
に関係ある方々をつなげるイベントです。８回目の開催となる昨年度は教
養学部卒業生で2016年度文化功労者顕彰の小松和彦さんをお迎えし、講演
会と懇親会を行いました。

講演会会場の様子

講演後、花束贈呈

懇親会（第２学生食堂）

二
次
会
も

大
盛
況
！

2019年の
ホームカミングデーは

10月26日(土)
お待ちしています！

※ホームカミングデーの詳細は
埼玉大学または、けやき会のホー
ムページをご覧ください。



時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
る

感
じ
も
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、

生
活
面
で
は
人
間
的
な
生
活
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ド
イ
ツ
に
い
た
時
に
経
験
し

た
一
番
大
き
な
こ
と
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の

崩
壊
だ
ろ
う
。
東
西
ド
イ
ツ
国

境
ま
で
わ
ず
か
40

キ
ロ
の
と
こ

ろ
に
住
み
、
国
境
で
冷
戦
の
厳

し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

た
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
と

い
う
歴
史
的
な
大
き
な
出
来
事

に
遭
遇
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。ベ

ル
リ
ン
の
壁
を
初
め
て
見

た
の
は

駐
在
し
た
翌
年
の
イ
ー

ス
タ
ー
休
暇
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
か

ら
車
で
ベ
ル
リ
ン
へ
行
っ
た
時

の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ

冷
戦
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、

ベ
ル
リ
ン
の
壁
は
そ
の
堅
固
さ

ゆ
え
ま
だ
こ
の
先
50

年
も
１
０

０
年
も
続
く
で
あ
ろ
う
と
感
じ

ら
れ
た
。
そ
れ
が
そ
の
２
年
半

後
に
あ
っ
け
な
く
崩
れ
去
っ
た

と
い
う
の
も
歴
史
の
事
実
で
あ

り
、
歴
史
と
は
単
に
書
か
れ
た

過
去
の
出
来
事
だ
け
は
な
く
、

ま
さ
に
生
き
て
い
る
も
の
だ
と

実
感
し
た
。
よ
い
時
に
ド
イ
ツ

に
駐
在
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し

て
い
る
。

そ
の
翌
年
日
本
に
帰
任
し
、

東
京
、
新
潟
勤
務
の
あ
と
、
今

度
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
帰
国
か
ら

７
年
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
赴
任

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、

ド
イ
ツ
で
冷
戦
の
終
わ
り
を
経

験
し
、
そ
の
７
年
後
に
は
共
産

主
義
体
制
が
崩
れ
て
市
場
経
済

化
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
赴
任
す

る
と
い
う
の
も
ま
た
天
の
采
配

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
国
か
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
る
気
持
ち
で
、
１
９
９
７

年
４
月
17

日
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
着
任
し
た
。

そ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
一
週
間

も
立
た
な
い
う
ち
に
す
ぐ
に
好

き
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
人

と
メ
ン
タ
ル
が
似
て
い
る
こ
と

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
西
ヨ
ー

ロ
パ
の
人
の
よ
う
に
ド
ラ
イ
で

は
な
く
、
日
本
人
に
似
た
ウ
ェ
ッ

ト
な
国
民
性
、
大
の
親
日
国
で

あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
共
産
主

義
時
代
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
と
は

反
対
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
街
も
人

も
明
る
か
っ
た
。

こ
こ
で
の
５
年
間
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
経
験
し
た
。
仕
事

で
は
、
２
本
の
柱
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

仕
事
と
日
本
企
業
へ
の
支
援
を

中
心
に
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
仕
事
を
離
れ
て
ポ
ー
ラ

ン
ド
と
日
本
と
の
交
流
も
。

Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

製
品
の
輸
出
支
援
、
最
初
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
食
品
の
日
本
へ
の
輸

出
支
援
を
、
そ
し
て
次
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
家
具
の
対
日
輸
出
の

支
援
を
し
た
。

ま
た
、
日
本
企
業
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
冷
戦
が
終
わ
り

旧
共
産
主
義
国
が
市
場
経
済
に

か
じ
を
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
東

欧
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
企
業

が
注
目
を
始
め
た
。
日
本
製
品

の
輸
出
は
す
で
に
共
産
主
義
時

代
に
も
商
社
を
通
じ
て
行
わ
れ

て
い
た
が
、
体
制
転
換
後
は
現

地
へ
の
投
資
に
関
心
が
高
ま
っ

た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
生
産

コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
東
欧

に
工
場
を
シ
フ
ト
し
て
競
争
力

を
強
め
よ
う
と
い
う
日
本
企
業

も
多
く
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ

う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
系
企
業
、

あ
る
い
は
日
本
か
ら
の
訪
問
者

が
訪
れ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
投

資
環
境
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き

に
来
た
。
小
生
と
３
年
前
か
ら

駐
在
し
て
い
た
所
員
と
二
人
で

手
分
け
し
て
、
日
系
企
業
の
訪

問
者
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
事
情
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
た
。
ま
た
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
政
府
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
西
欧
に
進
出
し
て
い
る
日
系

企
業
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
投
資
環

境
を
紹
介
す
る
た
め
、
ジ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
、
パ
リ
、
ロ
ン
ド

ン
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
見
本
市
参
加

の
仕
事
が
少
し
あ
り
、
広
報
参

加
の
ブ
ー
ス
で
日
本
を
紹
介
し

た
。
そ
の
際
、
大
統
領
と
話
を

し
握
手
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
そ
の
ほ

か
ワ
ル
シ
ャ
ワ
日
本
人
学
校
理

事
長
や
日
本
人
会
会
長
な
ど
も

経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

海
外
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

経
験
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の

で
、
こ
の
経
験
を
若
い
人
に
伝

え
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ

る
。
５
年
前
か
ら
け
や
き
会
の

寄
付
講
座
へ
の
講
師
を
頼
ま
れ

講
師
の
一
人
と
し
て
年
１
回
学

生
に
講
義
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
学
生
に
未
知
の
国
を
紹
介

す
る
こ
と
、
国
民
性
の
違
い
や

異
文
化
交
流
、
海
外
で
仕
事
を

す
る
際
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
、
自
分
の
体
験
を
踏
ま
え
て

少
し
で
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

母
校
に
も
少
し
で
も
お
役
に
た

て
る
の
で
あ
れ
ば
う
れ
し
く
思

う
。

2019年4月1日発行 会報 けやき会2019

7

ワルシャワ旧市街（世界遺産）

VIPの来訪（ポーランド大統領と経済大臣）

ポーランド政府からの感謝状を
駐日ポーランド大使より授与される

私
は
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ア
メ
リ
カ
文
化
専
修
課
程
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
専
攻
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
私
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
映
画
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
と
、
コ
ナ
ン
・

ド
イ
ル
の
『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
ズ
』
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

小
学
生
の
頃
に
『
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
』
の
映
画
を
初
め
て

見
た
際
、
そ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
な
世
界
観
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
舞
台
と
な
っ
て
い
た
ロ
ン

ド
ン
の
街
並
み
、
特
に
建
築
物

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
『
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
』
シ
リ
ー

ズ
は
中
学
生
の
頃
か
ら
何
気
な

く
読
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
、
自
分
の
も
の
の

見
方
を
変
え
る
転
機
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
大
学
の
図
書
館

に
あ
っ
た
、
そ
の
物
語
が
書
か

れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の

ロ
ン
ド
ン
に
つ
い
て
の
文
献
を

読
み
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
の
光

と
影
の
部
分
、
つ
ま
り
、
産
業

革
命
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
発
展

を
遂
げ
る
反
面
、
上
流
社
会
と

下
層
社
会
の
差
が
広
が
り
、
飢

餓
や
低
賃
金
労
働
と
い
っ
た
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
を
知
り
、
表
向
き
の
社

会
し
か
注
目
し
て
い
な
か
っ
た

自
分
の
視
野
の
狭
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
以
後
、
広
く
世
間
に

知
ら
れ
て
い
る
出
来
事
や
事
実

を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
裏
に
潜
む
問
題
に
目
を
向

け
よ
う
と
意
識
し
て
い
ま
す
。

も
の
ご
と
の
背
景
を
注
視
す

る
と
い
う
見
方
は
、
私
が
現
在

学
ん
で
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸

術
と
文
化
の
関
係
を
探
る
上
で

役
立
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
専
攻
で
は
、

絵
画
、
文
学
、
建
築
、
音
楽
、

演
劇
と
い
っ
た
芸
術
作
品
そ
の

も
の
の
価
値
を
分
析
す
る
こ
と

に
加
え
、
そ
れ
ら
か
ら
当
時
の

思
想
や
文
化
、
社
会
事
情
を
考

察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
特
性
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

私
は
本
専
攻
で
扱
っ
て
い
る

芸
術
分
野
の
う
ち
、
絵
画
を
専

門
的
に
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
絵
画
は
、
画
家
の
見

た
風
景
や
、
当
時
起
き
た
戦
争

な
ど
の
様
子
、
高
貴
な
人
々
の

肖
像
な
ど
、
現
代
に
生
き
る
人
々

に
「
視
覚
的
に
」
あ
る
一
時
の

過
去
や
歴
史
を
教
え
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
し
か
し
そ
こ
か
ら

一
歩
踏
み
込
み
、
描
か
れ
た
モ

テ
ィ
ー
フ
に
注
目
す
れ
ば
、
作

品
が
成
立
し
た
当
時
の
文
化
を

垣
間
見
る
こ
と
も
、
画
家
の
人

生
や
思
想
を
知
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
言
葉
で
語
ら
な
い
絵
画

か
ら
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
も
の

以
外
の
事
象
を
探
る
過
程
は
、

私
に
と
っ
て
は
あ
る
種
の
謎
解

き
で
あ
り
、
楽
し
み
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
絵
画
の
魅
力
に

ま
す
ま
す
私
の
探
求
心
は
惹
き

つ
け
ら
れ
、
美
術
館
に
勤
め
る

学
芸
員
と
い
う
夢
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
学
芸
員

に
な
る
道
は
決
し
て
楽
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
自
分
を

高
め
よ
う
と
い
う
意
欲
が
湧
い

て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
絵
画
に
関
す
る
研
究

を
進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
授

業
を
通
じ
て
、
語
学
力
を
磨
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
専
攻
で
は
語
学
の

講
義
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、

近
頃
は
会
話
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
講
義
を
受
講
し
、
少
し
ず
つ

外
国
語
に
対
す
る
苦
手
意
識
を

克
服
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
自
分
の
好
き
な
分

野
に
つ
い
て
研
究
し
、
将
来
の

目
標
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

今
改
め
て
、
教
養
学
部
に
所
属

し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

私
は
埼
玉
大
学
の
少
林
寺
拳

法
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
少

林
寺
拳
法
を
始
め
た
の
は
大
学

に
入
学
し
た
後
か
ら
の
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
は
武
道
の
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

少
林
寺
拳
法
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
私
が
高
校
生
の
頃
に

読
ん
だ
武
術
に
関
し
て
の
本
で

す
。
そ
の
本
の
後
書
き
で
、
大

学
に
入
学
し
た
後
に
武
術
を
習

い
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

成
長
す
る
、
と
い
う
作
者
の
体

験
談
を
読
み
、
自
分
も
大
学
に

入
学
し
た
ら
武
道
を
習
い
た
い

と
思
っ
た
た
め
で
す
。
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充
実
し
た
大
学
生
活

笠
原

万
理
子

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
文
化
専
修
課
程

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
専
攻
３
年

少
林
寺
拳
法
を
通
じ
て

私
が
得
ら
れ
た
も
の

唐
澤

美
桜

日
本
ア
ジ
ア
文
化
専
修
課
程

日
本
文
化
専
攻
３
年


